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本日の参加メンバー

・公益財団法人全日本科学技術協会
・凸版印刷株式会社
・株式会社放電精密加工研究所
・株式会社パイロットコーポレーション
・森村商事株式会社
・株式会社清光金型
・株式会社サティスファクトリー
・株式会社パイオラックス
・株式会社平和化学工業所
・株式会社兼子
・萩原工業株式会社
・株式会社ライプロンコーポレーション
・豊通リサイクル株式会社
・大同化成株式会社
・群馬県 産業経済部 地域企業支援課
・福岡県 中小企業技術振興課
・福井大学 産学官連携本部 コーディネーター
・福岡大学 化学システム工学科 教授
・北九州市立大学 国際環境工学部 名誉教授

発起人

企業

自治体
／大学

19団体／名



研究会が担う社会的責任
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産官学が一体となり

難処理プラスチックリサイクルに関する社会課題解決
を推進する。



研究会の活動体制
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研究会の活動体制

回収/運搬 分別/選別 破砕/洗浄 リペレット 成型排出 最終製品

【会則第2条(目的)】
本会は、新技術による難処理プラスチック容器等のリサイクルプロセスの提唱と当該技術の応用展開

による社会課題解決、社会実装実現のためのビジネスモデルの構築・検証を目的とする。

第 1 分科会：難処理プラスチック包材・部材のリサイクルプロセスの確立

・この範囲における技術開発の成果が知的財産の対象となると想定しています。
・リペレット(もしくはクラッシュ)以降のドライブレンドや成型などの技術は各社の技術となります

対象となるリサイクルプロセス

第 3 分科会：プラスチックのリサイクルに関連したビジネスモデルの課題解決

基本的なバリューチェーンを対象とし、排出場所からの効率的な回収や回収からリサイクル
などに絡む法規制などを対象とします。

熔融混合



研究会の活動体制

地域・自治体の課題抽出

地方でお困りの端材

牡蠣殻 ほたて殻

廃プラ製品

屋久杉

コーヒー
絞り粕等

りんご

各種
プラごみ

混合
加工

地域特産資源

対象例

竹
炭

お茶葉

落花
生殻

地域社会課題の整理

プラごみ＋地域産品
副産物・廃棄物

価値創造 出口戦略

公設試大学

デザイナー
製造会社
販売会社

流通サービス
等

地域団体
（商工会）
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市
場
A

市
場
C

ブランディング

デザイン

ローカルをブラ
ンド化した価値
創造商品化

コラボレーション
による地方創成・
活性化

CREATIVE

BUSINESS地方自治体

地域団体
（農林水産業）

高度
マテリアル
リサイクル

MF式混合溶融
その他混合方式

混合溶
融企業

廃品を有価値
マテリアルに
変換

コラボレーション

第 2 分科会：地域の社会課題解決



研究会の主な活動

・シンポジウム開催

・展示会出展
→ 2022年12月サスティナブルマテリアル展

・専用ホームページ、会誌での発信活動

・プレス発表等の告知活動

・有識者を迎えての勉強会
→ 国の施策、法的課題の解決、業界事情の共有等

・出口戦略に向けた議論

・現場調査、ヒアリング活動

・仮説検証活動



出口戦略に向けた意見交換
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話題提供
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